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－2025 年農林業センサス結果の概要－ 

茨城県における農林業経営体調査結果の概数値（令和７年２月１日現在） 

― 農業経営体の減少が続く中で、法人化や規模拡大の進展が継続 ― 

 

１ 農林業経営体 

農林業経営体数（令和７年２月１日現在）は 33,472 経営体となり、５年前に比べ

て 25.6％減少した。このうち、農業経営体数は 33,386 経営体、林業経営体数は 278

経営体となり、５年前に比べそれぞれ 25.6％、31.7％減少した。 

なお、全国の農林業経営体数は 839,161 経営体となり、５年前に比べ 253,089 経

営体（23.2％）減少した。 

 
注：農林業経営体とは、一定規模以上の農林産物の生産や受託作業を行う事業者のことで、
農業を行う農業経営体と林業を行う林業経営体がある。また、経営の種別によって、個人
経営体（主に家族経営）と団体経営体（法人を含む）に分けられる。事業者ごとの調査単
位であるため、農業経営体数および林業経営体数は、世帯を単位とした農家数及び林家数
とは一致しない。 

 
図１ 農林業経営体数 

 

 

表１ 農林業経営体数 

 

注：農業経営と林業経営を合わせて営んでいる経営体があるため、農業経営体数と林業経営体 
の合計と農林業経営体数は一致しない。 
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２ 農業経営体 

（１）農業経営体数 

農業経営体数は 33,386 経営体で、全国第３位となった。 

また、個人経営体は 32,375 経営体で、５年前に比べて 11,634 経営体

（26.4％）減少した一方、団体経営体数は 1,011 経営体で 168 経営体（19.9％）

増加した。 

 

表２ 農業経営体数の上位道県 

 

 

表３ 農業経営体数 

 

 

 

（２）組織形態別の状況 

農業経営体の団体経営体のうち法人経営体数は 912 経営体で、全国第７位（前

回調査は９位）となった。５年前に比べ 142 経営体増加した結果、団体経営体に

占める法人経営体の割合は 90.2%となった。 

また、法人経営の内訳をみると、会社法人は 748 経営体、農事組合法人数は 92

経営体となり、５年前に比べてそれぞれ 162 経営体増加、1 経営体減少した。 
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表４ 法人経営体数の上位道県 

 

 

表５ 組織形態別の状況 

 

 

図２ 法人化している農業経営体数の推移 
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（３）経営耕地面積規模別にみた農業経営体数 

経営耕地面積は 104,591ha で、全国第４位（前回調査は第５位）となった。 

また、経営耕地面積規模別に農業経営体数をみると、５年前に比べて 10ha 以上

層で増加している。 

 

表６ 経営耕地面積の上位道県 

 

 

表７ 経営耕地面積規模別農業経営体数 

 
 

図３ 経営耕地面積規模別農業経営体数の推移（令和７年/令和２年） 

 

 

 

（４）農産物販売金額規模別にみた農業経営体数 

農産物販売金額規模別に農業経営体数をみると、５年前に比べて 3,000 万円以

上層で増加している。 
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表８ 農産物販売金額規模別農業経営体数 

 
 

図４ 農産物販売金額規模別農業経営体数の推移（令和７年/令和２年） 

 
 

 

（５）年齢別基幹的農業従事者数（個人経営体） 

農業経営体のうち個人経営体の基幹的農業従事者（自営農業に主として従事し

た世帯員のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者）は 42,598 人

で、５年前に比べて 14,898 人（25.9％）減少した。 

基幹的農業従事者の平均年齢は 67.3 歳となり、65 歳以上が占める割合は

69.3％となった。 

 

 

図５ 年齢別基幹的農業従事者数の構成 

 
注：（ ）内は基幹的農業従事者数に占める割合、【 】内は平均年齢である。 
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３ 林業経営体 

保有山林面積規模別に林業経営体数の構成割合をみると、10ha 未満が 56.8％、次

いで 10～20ha が 19.4％、30～50ha が 8.3％となった。 

 

表９ 保有山林面積規模別林業経営体数 

 

 

図６ 保有山林面積規模別林業経営体数の構成割合 
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利 用 上 の 注 意 

 

１ この結果概要及び統計表の数値は、確定値ではなく概数値である。 

２ 統計表中に用いた記号は以下のとおりである。 

「－」・・・・・・調査を行ったが事実のないもの 

「０」・・・・・・表章単位に満たないもの 

「ｘ」・・・・・・個人または法人その他の団体に関する秘密の保護のため、 

統計数値を公表しないもの 

３ 統計数値については、各単位ごとに四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しな

い場合がある。 


